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Outcome of the intertrocfaanteric osteotomy combined with Chiari's pelvic osteotomy

for the treatment of residual subluxation of eongenitally displaced hip joint was

reviewed from the clinical and radiological standpoint in .regard to its preventability

of worsening of osteoarthrotic change.

One hundred and ten hips of eighty cases including seven males and seventy three

females were followed up for two to seventeen years. Age at the surgery ranged

from nine to fifty one years with the peaks at the second and the third decade.

Results based on the assessment of clinical findings by the JOA hip score, and that

of radiographic findings by JOA stage classification, also on Trendelenburg's sign and

lower limb length discrepancy etc. are as follows.
Hip score improved in 93 hips(85%), were unchanged in 13 hips(11!???) and

worsened in 4 hips(45?5). Hip score and radiographic parameters were not worsened

with longer period of follow up. Osteoarthrotic stage advanced in only 3 out of 110

hips and their causes were thought to be ascribed to technical failures. Postoperative
upward migration of the femoral head over 3mm was seen only in 6 hips (556), and

104(95®) out of 110 hips stayed at the level the femoral head took just after the

surgery. Age at surgery had no influence on the final hip score and radiograpbic
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7.は L二め に

臨床裾rぼたんと無症状であるが,割増逐燐をこ達するとき

鞘をこ敵性がj場合,妊娠をこよる体数増加な捌こより射汐留

長波関節症 (損官尊変股症)へと選手十項㍉る場合が多い 重

度変股症Q溜音感は難しくまたその効駁鉛永続性を線路L

がたいのでタ関節症憎変化が)軽度なうちに農iニ常をこ近く関

節構造を翻爵築することをこよをき遮音3期予末期変腹症へが〕

進展を防直せることが望まい､と考えだ凍 るか新編太学

級形外科教室では従来関節適合性が)改善と予荷重の際附

股関節外転筋Uう息鮒だra1-m の鮭段を目的に鞘豆骨痛

慕う術を行ってきたが争こげ浮解離奴では骨頭被襟が不充

分な症例があることが判明もてきたので且972年以降は

期的かこ合償 (以ド声食酢芋賄う巨でいる Chは再手術

の合併によ碁つ,内反骨切り術の利点をこ加えて大腿骨頭-

673荷覆面が)拡大と股関節内転力の漫evだ㌻armの短縮が

雨情､十1･､､i､擢侶iri･､〝車∴7:･l隼上目卜言 い十 日-1･＼二

ど)をこ減少すると考えだ)れる｡Lかし,文献的に合樹銅賢才

傑萱節中15際喜節にみられるに過ぎず,矛の詔綿な検紬(£な

されていないむそこで本研究では護9721㌢以後き当教導

で施手招ノ呆ここの合併手術を追跡調査L孝が)露､竪鰻摘:臨床

及びX線成績かに)検討L緒菖するや

Il. 調杏対東側および調査方法

.-～.調査対象例

i.誹汗亘j~tr射雛､蝿骨

合併手術を施行しぎ術後2牢損賢二経過した鮒例1且0関

節である血その内訳は男性冒例護をう関節夕女性73例1を魂消

態をある㌔二義線上全く臥言三常な例は浸3例にすぎず,他は弼

琵プか跡㌢∴術治療を受けていた妄り摘関節上田蕊形成斬

Lていたか手術時平均鞍齢は2を磯6射巨だW歳代が57開

rj十十い(∴主上ltrr.∴'i:r=･工両七圧 ､諒∵誹i､.T甘't.･∴頼■汗､

拍諾関節且1%)捌欝であった*術後経過年数は平均8年

2カ]~ヨであを.きァ且0歳代に手術を濃紺た57関節03術後養鮎魔

芋解されたこ議7関節の摺れば2年2二丈再摘もど)且がF5射ヨァ
平均7年竣カノ針であった.

吉短骨し了宜∴∴㌦∴∴隼トル.ト(,I:量､＼-(､直十㌧十i骨l::,i

妄1約が繊関節,減捻を加えた鮎のがも5関節,伸展を加え

た転び)が3関節写太転ヂ-下降術を劫はた鮎捌がま複関節で

llt'tlH＼＼,t,古,.-'一三､二<i昌江十亘､i,､LHH両tl＼htLt､:･:いちL宜t=い亘･

小7.'ゝ1'いT†約･.トト＼hlH什工∴ミリ.'甘酢'十 ･∴

乱 調査対象餅匿お折る手術適応と手術手技

塞研究は締記をこ述べ溌二期丁数例がさは軌明き乾きも､軌だStu砺

であるがそれth)の例において合併手術の適応および手術

手技に-端＼ては以汗のような基準で行われているや

適応;股関節痛があり予X線LJ股関節紳転位で関節適

恩を/7,)勿

手術手技:背臥位で外側進入にて太卓越骨頚部U封瑚東骨

切り術を行い,次に,賢妻号音方進入にてラ股関節卜縁を展開

L亨関節包挺上で骨髄骨切りを汚#)t両者と頭,X線ニEソ

トロ-ル下に行い野太髄儲すぼ且978年以前は数本殿Kirs-

LLh目し､】･細十 二二パ杢∴.:＼()ハ帖tt'､lll.11ぐ､く~い)帖i三

上工､∴ 骨髄骨し半.,-:晶~-1ト∴∴ 九十㌦･＼()し､し=卜

班ner鋼線で終遷定していた当時はギブ射こよる外聞定
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港 :L‡-∴jl伸 し汗十二(.llli;ll･ii■3暦 JilltL!]rl合併 ll膏十
施 した遇桟佐藤脱EMj例の追跡調査

を追加 していたが苧AO の内固定材料 を用 いるように

なってか らは予外固定を していない1

1号. 調杏方法

i. 根 付紅l､訂･価

鼠. 日整急変股痘判定基準 (以下や 臣…瑠整会基準)紘

従い, 術前および調査時銅棒痛, 歩行, A毀L,

ROM の各々と総合点数 を評幡 LたB

tl. TT･t.1品 ､いHhしけLLミ F酬 l::畑 う吊 十十了調 佃 !J:r

Tyeyldele油 ur琵徴候の有索軽を評価 Lた幹

C. 脚長差 二術前 および調 査時 が)SM賢二)から求め

た-

2｡ Ⅹ線像の評価

品. 関節症 U)癖期分類 :口車会基準により全症例を

衡取 および調査時に 削 前関節症 (が 初期関

節症 を3う進行期関節症 摘)末期関節症の後期に

分類 上.'1.

h X細 工黒

川 日義側の繋素

∴1､ 日1;Lil)llr'j･r:主ill.コll:′LII

術前,術直後および調査時の股関節中間位X

線像 か ら計測 した.

(緋 巨∃義Y軟骨の骨化鍔硝 魔

術繭のX線像か ら評価 Lた.

(2) 大腿側の要素

(aう 太髄骨頭の形状

術前 X線像で大腿骨頭 よこに,Mose細 司心円

を当て,骨頭の輪郭 と同心円との差を計測 し

以下の ように分頬 した⇔

Ⅰ) 球状 :差が 2mm 以下の もの

9ま5

1Ⅰ｣ で汗 3状 :ノ十ノ-L'll川tを越:i:.. tiI川11,以

上､~亘 し'-

撒き 太腿骨頭骨端板の骨化の有髄

術前のX線像かだ)評価 Lた.

(3) 日義と太腿骨頭との相対関係を示すもの

しこ1- Ll･二lfll､ドiLr∴!l'Ht二､

術前,衝療二線および調意時が)股関節中間位X

線像から計掛上した,

･ト･ ･ち圭･軒 亘工､･riH∴l}トト

鮪蔽襖および調査時殿X線像で両側a)涙痕下

潮.圭 巨 ∴

･㌻t !FJlli宜ドニj珊t'.こ汗'1･li..I.1!▲,ltl.tI‡･

術前および調教時のX線健かだjmad豆送呈aml

L.こ∴ I;itt､l･;ll川･mlh､:'.-L烏机上 -･:し､＼=∴1ト

を求めた少

∵'= 骨髄 号L:巨 畑し1､訂仙

術直後に損wya)ものを計測 Lた.

･⊥1, 骨し十‥ 高二こ･1/ihr.2 1ヽト

IJ.i 骨L十)し1明 渡 【l:iL,.i!.JPtTl十

3血 臨床およびX線評価値をこ基づく検討事項

臨床およびX線評価デー-タをこ基づ別法下郎項削こ-一端､

て検討 した★ この際予 平均値a)差捌検産三には Studemも

tlit､ヽ呈:･･li巨､:L.

品. 術前と調査時と齢臨床像鉛変化

転 術前と調査時とのX線計測値a)変化

だ. 臨床像 とX線像および他oj要素と0)関係

I:i.q1.2 I)HlFrこlm Ortht-rこ1Liioドl･.･lr･hit､Tl:汁:川1いlげS･

t<h;1rl)'L<;111gIL- ト'/1111.tlトここ川ドL汗~-＼'('ト二

しい､､,こ~ll.'i111転r:ltiいnOrlllL-rぐ日､い一･こ11h…tl･二日1日巨-.7t■
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こ招 術 後 経 浅慮 年 数 と 臨 床 健 筆 X 線 計 頚 順 良 の 変 化

を離 骨 頭 が)上 方 移 動 と 臨 床 像 , 濫 線 計 測 値 と の

関 係

潮 揮 摘 諒関 節 症 の 病 期 と 臨 床 威 厳 がう関 係

棚 手 術 時 年 齢 と 臨 床 像 ヲ Ⅹ 線 計 測 値 と び)関 係

待 う 骨 頭 殿 形 態 と 綬 志緯 線 と QJ)関 鱗

ⅠⅠⅠ . 結 果

:i. 術 前 , 調 査 時 で の 臨 床 像 の 変 化

臨 床 像 鞘 総 合 点 数 は 夢 全 体 で は 芦 術 繭 平 均 摂3点 が 術 後

､‖ ''-:rt)巨 十 .lJLl:JI･'､ !い ､日 .t対日 ･ ､'点 lLL: r .;∴ 二･′ ･_.,･11 浩 ∴

輝 線 歩 狩 が)改 善 が 主 体 で 術 前 か 琵)は と ん ど 鰍 撃 の な か -〟)

I;- :＼】)i,. 情 )＼ l ∴ 畑 ..-..･j.:㌦ 十 ･f/較 ∴ h

床 総 合 点 数 が 備 前 に 遥二転 L 改 善 し た が , 不 変 な 緋 )が H 例

1 3 関 節 日 1% う, 濃 化 L た 緋 )が 3 例 硝 関 節 (櫓 % ) あ っ
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L E N G T H O F FOLLOW UP (Ⅵ 訪 月S)

I:松 . .I T い tこIl hiい JH-Ⅰ･亡ゝ;ll therい11'_… , l叩 itl

L<llrl.LTt-r_1'

".ill- 1川 1H-什 tilllt､I:lrlLqtl.･lrtLl･SuT･tllH T .

ti. 術 前 . 調 査 時 に お け る X 線 討 ii州 南 の 変 化

s h 訊仰 角 は 術 前 平 均 520 が 調 査 時 平 均 後30, ㍍ 監 角 は

了畑 ポ‖ ) ' 二･:L誹 情 廿 ミl ∴ l I-一 言 畑 竜王 :I,plけ ･㌦ 紬 十汗 1iL1.t)1.'

と 予 そ れ ぞ れ 有 意 に (酢 く 軋 柳 沼 改 善 L た ゥ

tt. 臨 床 像 . X 線 像 と 他 の 諸 要 素 の 関 係

上 術 後 経 過 年 数 ｡ヒ 臨 床 評 価 , お く髭こび 光 線 露や頚 髄 がう関

係

調 麗 時 臨 床 像 が〕総 合 点 数 は 術 経 経 済 2 - -3 年 齢 群 9鋸 弐

最 遠綱 と な る ほ ど 低 く な る 簡 閲 を 示 し た が ず 塚護億 な 差 は な

1::. LL;- :I:itl･. -1L=. ･]j. ＼ 裸 像 卜 ∵ ∴ . m .V ･再 iヂ‖ ' i_

:､ し､ト二. 裾 ∴ 宮 丁-∴ 畑 恒 も十 畑 鉦 -j-L 招 】点 .( 小 ､

6m 約 1) 改 善 し そ の 改 善 度 は 調 査 時 鮎 経 路 さ れ て い た

I:i.Lr. ･-)..

望 申 骨 頭 の i二万 移 動 と 酪 系統 評 価 お よ び 賞 線 計 理 E3値

骨 品 .‖ ･ ･F'_瀬 畑 目 上 二J'= 日日 1 1両 it照 直 上 ∴ … 川 1

群 3 関 節 や 針 -ノ8 m m 群 議 関 節 で あ っ た 砂 調 査 時 臨 床

.十 を'i∴ .~̀ 巨 :'Lf･!t.~目 上 町 立 tl･l∴十 ∴ ト ー. 十 ∴ iT11m

鰐 は 約 - 一望 富頂1m 群 き 8 ㌦ ′8 m m 群 に 比 し 着 意 で 低 か っ

.F･-:･■∴. ;ド .･-illlm 附 二持 し描 ㍉ ㌧･:. ト∴ 日 照 1言 虹 ヰ∴ 柚 律 J

畑 半 丁辛 - :: ,

由 パ 畑 ) ト 圧 汗 トロ ,̀rl/ l十 .冊 iJl∴ 守 ト :_'日 日1 草子日 工 .'ミ

群 は 0 - 2 m l耶 群 Grj畢 均 に 比 し 太 き い 懐 緯距 あ っ た せ

!･川 -1~ Ll川 畑 ､ tさ甘 辛 卜言 し卜 二二m m 勘 ト .1 . ニト 5,m 川

二_'m lll 廿 .一半 .i畑 一汗 L jト ＼こい 畑 l:小 一 :E=･L- JJ･. 骨 酢 号 LJ:

;.,亘 高 十 ､日 日 j',.,上 目 -- :..3†川 11 拾 lいⅠ川 tl､ ニト 51m m 甘

い 11m l, (～ - Li l川 11 粁 1lm m .リ ｢川 畑 p~.rl̀1IJ ::∴ }:iL十 .

3⇔ 櫓 前 関 節 症 が)病 期 分 類 と 臨 床 評 価

術 前 に 鏑 股 関 節 症 で あ --,た 群 粥 関 節 がう術 前 臨 床 総 合 点

数 は 平 均 8硝点 で 初 期 股 関 節 症 1且関 節 の 総 合 点 数 7私産 と の

総 合 点 数 で ぼ 前 股 関 節 症 騨 艶 産 声 初 期 股 関 節 症 群 脚 漁 で 9

関 節 症 oJ)癖 網 の 変 化 に つ い て は 悪 化 し た 3 例 3 関 節 を

除 き 勉 の 太 多 数 の 関 節 は 術 前 と 同 じ 所 期 に 感 度 -〕て い た .

悪 化 例 は 前 関 節 症 か ㍍ 初 期 - 翻 息 例 漫 関 節 と 進 行 期 - の

ご 机 ｣ 聞 j軒 二守 ‥ ､十 ･.rrilblt▲ 1).

確. 手 術 時 年 齢 と 総 合 点 数 , X 線 計 測 値

各 年 代 別 の 術 前 臨 床 総 合 点 数 は 10歳 代 日動 責" 20歳 代 82
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T上ll.)lt､1 LIl-上川 gt､I)rlHlthl,いtit.､Lil;lgt--t'ro111 Prp-Or)PI･こItive

tL~)roil… Ll叩 tim (､

点 , 30歳 代 穐 産 で あ っ た か き 調 教 時 は そ れ ぞ れ 92鳥 96

鳥 95点 をこ改 善 Lて お り, 夢調 査 時 総 合 点 数 は 各 年 齢 群 終発

で 是 は な か っ た .

(llIJrf巨 ､一章 什了,･ノ立 (_. 舶 1車 い∴ 勅 吊 畑 r言 f3点十 ･､1‥

〔‖ 肌 ) に 改 善 し, こ の 改 善 度 は 調 査 時 鮎経 路 き れ て い

.i. ･･l･liLr. Tl.

X 線 像 L A'腿 骨 頭 お よ び 円 蓋 儲 頼 威 厳 軟 骨 帯 の 亨 ど

Frl‖ ∴ ′｣ 汀 し ( ､ ㌍U 了 ホ ト , 総 合 工 数 , し 'ト二 ffI. ト h iH l '

角 の 変 化 を 検 討 L た せ 術 前 お よ び 調 査 時 が 〕 臨 床 総 合 点 数

で は , (Mj 群 は 8 6 点 か ら 9 3 点 - , C 群 は 配 点 か ど｡9 5 点 へ と

い ず れ 魁 着 意 に 痛 く O 叔 )H 改 善 L て お り , 術 前 に 有

意 差 検 定 上 に 認 め た 両 群 間 の 差 は 術 後 は 認 め 6〕 れ な か っ

.･'･∴LllI札 S h ;lrT- lll を ∴ . ,:. ト . 両 群 .( !._潮 鉦 }]･･ 日 下J

直後-ほ着意に rp<tu親 ) 改 善 し 調 査 時 鮎 こ の 改

善度は経路されていたく野量欝8即や

5.骨頭の形態と総合点数

鮪前の臨床絶魯点数は,球状群85鳥 楕円状群別風

琴状85点であったがさ調査時はそれぞれ艶鳥 94鳥 93

点に改善L各群閲に総合点数の嵐蔭な差はなかった,

鮭および脚段差

ーIll.し､Ilt1tllt,tlt1m･Lr軌蝶改.tlrFl.=巨.(十卜粧三㌧ し虹トト詳

解施行群では,洩6関節中後i関節 摘9%)に認められ,罪

施草f群では鋼関節中趨8関節 浮5%吊こ認めだうわたす逆に

Trendeiembur琵教鮫が悪化したものは大転子下降繭施

行群で5(i且%)関艶 非施行群では16関節 は5%)紘

認めた山つまり,大転子下降術ではTrem壷1enbuTg徴
候の悪化を防止する傾向が認められた.

脚長差と臨床総合点数の関係をみると,脚長差が2cm

未満の群の95点に比し 2cm以上の群の総合点数88点

揺,有意 (p≪0,02)をこ低かった.これは主として歩行
能力の差をこよるもU)であった,
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内反骨切り術の種類と脚段差の関係をみると2cm 最

上の短縮をきたLた鮎のはcloseかWだdge の骨切り餅

･-こ:11服】節申･jL照J節 ･吊Oo二･に.＼11.111げ と‖汀告Lt∴it刷 節

中8関節 ほ7%)をこみられた.すなわちきMuuer法群

Il'.考 察

通残髄亜脱臼の治療のなかで内反骨切 り断は Pauwels



港:虹{･紬与卜上土(lllillt.i,廿僻付し申1合併Ti杵十
施した遜残性感脱闘例の追跡調査 tH～)

FiHl.i)(1(川1Pllriド日日＼＼再hl'､＼rt､l･tTll,minmtlhhit)･
.･＼.ll.1,叩1Il-qtiehip
]う.:＼rtLlr＼･こIr･uSOドtt_､OtOm.1･

Not(.tht日､､lonH-Itt(-LllこItLHl.･1lIlHllil.-ri~1
('∴＼i宜r＼･:lt･uSOt<tt~10tOmy(I(-1llt_-illt､(I"'ith

(二､hjt･lriT.ii)Lll＼,illOSt(10tOmさ･,
Nott､thL､(､1onど;1tt-(illlttlllt･llltrIll.･川(itllt-
sh()rtH1什l工llP(ii.･11こtrlllィ ､_ト,†~1ト･N-)

6㌔Saien豆us7㌔上野8㌔朝井緋1の報告をこよれば約柳

%に15隼以上の効果の持続を期待できるとしている喰し

かし,山本ら桝はこれ臣｡の症例翻うち手術後CE角が
100j､L､口∴瑠∵巨二J.I:L.パエ聞師t巨､､進姓隼生し1長釧祢ニーい

たる効果が親樽できないことから何らかの臼蓋形成術を

追加すべきであるとしている.新潟兼学整形外翻教室で

は欝蓋形成術とLて篠栗なま持性が得られ新しく作成LJ

た日義U)骨吸収が少ないCh畳a再手術を選択し予選残塵

脱目刺が1-iいmeしIliLtliL､1111に_.辛)l日誌∵t近い聞節構造

を得るためをこま972年以降股関節外転位でCE角200最

上1亘､{J)に吋t合併T'-術を ･馴的に施行上T:L､十 ･二･二~し11

理由は,内反骨切り衝をこより股関節の適合性が改善され芦

股関節外転筋のieVeTm が延長されることをこ加えヲ

Cを血r豆手術をこよる骨頭の内方移動による股関節内転お

し'1i(,∵(,I-こ11111し'1短縮十強間引~J拙守壬蓋ハ獲得にJH:.F'.IJL

蚤蘭の拡大とが相まって骨頭への圧力の減少が期待でき

手工ト,I;-～::.=1上かい::.:畑:)LFiL,.!卜 ∴･/l合甘手術ハ

成績を内反骨切り鮪またはChi済ま手術単数例の成績と

比較することは新潟大学整形外科教室ではそれぞれの手

術の対象症例が異なるので単純な既駿はできない書しか

し,文献的をこみるCh皇野里手術単独施行例の対象と新潟

大学整形外科教義の合併手術の対象症例は髭鮫軽的近似し

ているため,この両者の成績の比較は意味があると考え

:,i:,.-二三∴､て.(､hiこIri単独手術ハ報告例/1･基し∵卜日､一に考

察サ:::,,

A.合併手術州J研ぎ巨-･,牛良伺ハ検討

藩研究で検討の対象とLた合併手術uO関節の成績は

臨床総合点数9岱-且測点を履帯80-89薫を良とするとそ

,ナl予れ7TOL.,1叫了rI凍上 良1.日∴恒紺い/･･古吉~こいJ'∴

79点以下の成績不良例3例複関節の原因を検討すると予

備爵布すでに進行期であり退行性変化が強く関節軟骨の再

生が十分に得られなかったと思われる息例,対顔Ejが脱巨ヨ

していたり,肉体労働を続けて手術柳こ大きな負荷がか

かったと考えられるもの2例であった.臨床成績はや改

,.Yf･&うO(､.不変111-日.悪畑ltし,p･::義.I)信侶丹吊糟Lt∴巨･pl

ハ良好1:lこ成績棋十こし､た.主査例1刑lこ潤節ハ畑里-:棺

討すると,低い骨盤骨切り払より関節症変化が進行して

いる2例 (野息欝や且額)の健は9Ⅹ線上は改善しているも

ハハ埠痛し1-改善畑ft-∴十川用人巨吊-守-日 立し､い､号

あった申感化例の語例砲関節は術後のe;民角がOoと

骨頭被覆の得宗〕れなかったl例夕前述a澗性肉体労働者

の両側俄 Ⅹ線像は糖に問嶺はなく悪化原因のはっきり

しない且例であった手

し､hi:Iri車粧手酢'皿,I.沫成績;~∴八､.-::し､こ11＼,州 ∴1-

し-1裡告Lr上 値L'Jt-0.艮二津-(l-::.杏)､工畑∴l'Jド)雄･lTl･∴

改善嶺且%き不変48%と述べているや評価方法声病期の適

い鮎あり単純な比較は危険ではあるがヲこの成績と比べ

ると本調蜜での著者が対象とした合併手術の成績は非常

をこ優れていると判断される書

最上のようをここの合併手術は,ほとんどの例で捧痛を

軽減させ得ておかれ遮残後藤脱巨溺寮欝をこ対L治療効果が

辛-L上､(,考:::.:-､漆工､.

一一- ､

経年的な影響をこついて銅歩留hらi即は2年以上観察

善しているをこもかかわらず柊痛を有する患者は増加して

いたと述べている,しかし,本調査での経年的柊痛の評

価は手術後8年以降で悪化する櫨向があったがま2年以降

ではまた轟くなっており賢ほとんど変化しなかった職腎砂
紘

･与,X線巨別封巨う進堰;丁~.-･)い∴ し'hiこuli車独手

:li;卜言二が術後1両∴‖t･.経過L,'J_最終調榊､杵.は1.･r,O汗_し

か過ぎなかったと報告しているやしか扶 養研究では病

期が進行したも職はわずかをこ3例3関節であったB評価

方法,経過年数の違いなどがあり単純な比較は出来な態ゝ

虻せよチこの禽餅手術では病親藩絶倒は非常をこ少なく,

悪巨二日町う内線用･髄骨し里1が町十ぎたも(])L'例 LIllihr.

充分であったことによるCE角の改善不充分の且例で

ありチこの合併手術自体の問題によるものではなかった｡

----瓦 関節症性変化の指標となる骨頭の上方移動をこつい
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港:･巨】一.紬早･i)二tlhi.lHlir廿附けLI]･了冊 j-1~･i了･
施した遇残性亜脱闘例の追跡調査

てぼ芦欧米齢論文は詳Lくぼふれていないが,本邦では,

.射て十､1言し宜こiri車机r瀧証irrJ..iY;車浴し聞 ･.tit‰:-,し一日.

経過観察且3且関節斬 3mm最上移動Lた転のを53%に

認めている.し/かし奉論文の結果では3mm甘L移動

Lた緋)は6関節 を5%')に過ぎなかった.こ齢叢はや

はり6二hiaF豆単独手術と我埼げ)理恵を合併した手簡が骨

頭の求心性獲得に歯音瞳p働いた転び)と考えど〕れる9なお

著者o)症例で,3mm鮎揖この皇二万移動を認めた6関節

が)うち宇宿--8mm頂と殿も惑い移動を轟と〟/た6-ノ8mm

群は軍2mm 損㌣初 0,-ノ2mm 群に比とて術鷹後の

.･:･1≠∴･▲∴､賦立∴f;.--∴.

駿症への進展を防いでいると判断された.

(I.合併手術の適応に-IJ)いて

この禽併手術の年齢的適応をみるた捌こ,成騒動二審

合併拳術を施術された症例と成最期を過ぎてかど〟>施解さ

れた症例との成績を身七較したサ締着と緩着を区針㌢るた

捌こ太髄骨鼠 日義汗紺Lか殿成島観桝等が開存してい

る緋)を前者の範中をこいれ検討したが,調査時が二噛志床予

覚練成鱗では両者間蔓√こ有意な差はなかった缶CJ汲緑eyqtら

はきよさ,3若年者にCh摘T豆単独手術を施行L,た磯倉は着

意に成績がよくや術前に関節症変化のあY-きた転翻錯撒哲

が低かったと緒祭もノているかしかしタ著粛劇症例が緒約

時年代鋸こみた衛前後の臨床評価で縁 的前は年齢が高

くなるにつれ終痛が強く評価が低かったが学識登時には

年代別a)成績に着意な叢はなか-謙二,これは汐著者齢症

例の太部分が前股関節症であったことと,合併手術によ

り股関節が)力学的改善が得られたためと思われる･

過残性癖脱臣憐際ヲ骨頭はしぼLは変形し球状でない

ことが多いゆe:h皇祖再手術単独の報祭では骨頭の形態と

成掛こ-端､て検討Lている転び封まないが著者がh漕併手術

では骨頭の形態にかかわらず良好な臨床成績が得だ)れて

いた.Ch豆融 手術をこより充分な骨頭被覆綱要奉られたの

みでなく軍内奴骨切i吊こより関節適ノぎ経書三も改善されたた

あ㌔と考えだっれる中

l).合併手術の手術法について

院の残存とされている,2cm頂損｣との賢一紋短縮の例では

臨床評髄が低かった結果から魁M㌣儀短縮は最小限に留め

るべきであるむ内反骨切り術紺野技を1粥的混練Mbユ互eY

法に変えた30関節をこおいては∴㌣肢短節賀腑m以軸こ73

いい,1_'L11日~膏(酔-い.j∴㍉十日),､し叫3'LljrL.∴号照-:･Jニ-･

ミ1111

,]Lt千.十∴巨丁∴一汗ttHLlL､レ=hlrとこ撒帖ー-TL､∴圭M11l･-

1什 工粧∴ 従来Ll,し､It'さt,tluLt吊LTt､Lt斗汗]:一･g㍉雄告~

着意伊)差を認めなかったが,少なくと重さ術前に比Lて

一汗tl川吊ぐ=l-川･き.二裾lJ';/I+･1.Lit7:lI巨∴､､半∵IL:L､日日lIT:;隼∴寸時l:LL(.

動が関られる齢で骨頭-の合力がさだ)に減少すること私

期祷できる.

損を鳥二妄告 審手術は遮賎後藤脱門障害(?)治療及び変形

性関節症への進行を予防できると判断さ身でた,

1∴ ま と 摂)

虹1'吊畑.ftLトtt晶出 号盤‡半.十亘十JI･骨帖,I宮子‖

術後2年損上級適した週報佐藤脱日脚例u約股関節に/j

いて検討し亨以下oB結論を得た中

も什臨床像が)変化では臣葺軽食愛娘症判定基準による総

禽点数がIj改薄儀例93･関節 は5,0,結 ･不変且摘旧関節 机

鰭),悪化3例射関節 摘%ノ)であ-♪た｡臨床像は全体

kもては術前平均弧塩瀬術後平均9根毛と有意に改善巨こ
い:'~.

2H臨床評価では経年的な悪化はなかった幹Ⅹ線評価

(巨､､昌iトh;u-い粧 し半 了十､､悪十∴ニ∴∴畑裾吉1

病期につt/､ては3例3関節 持%う卵進行例を除き太多

例o)原関は本手鮪自体の本質的欠陥による鮎が)でなく手

術手技がj不適切運をこよる頭)のと判断された旬

3書 3mm最と二相汚す頭U)土方移動を認めたも@)はわ

ずか転倒転関節 摘%)であ-濃甥

櫨｡手術時年齢と調査時総合点敷き光線計測値をこぼ叢
･言.;こ:1･..上,

5.術前,骨感の球状性が異な-,ていて鮎調査時総合

点数には叢はなかつたを

ti,i冊_1;1号r誹書冊官主..･こ＼hl帖､I･沃Ll叫トく予圧.丹汁∴ミtj

閃酢~:~昌(､いト吊 ＼mk,tゝ;F圧し:十†･L､山高両ur-～.二仇

候の悪化及び下駄銅短縮が少なかつた.

7.本手術は避残佐藤脱夢二首障害が消音療を二言繁れめて効梁

的であり可変形性関節症-♂)進行をある程度予防できると

判野をされ溌∴

稿を終えるに当たりヲご指導,ご校閲を責温さJjまL

:p吊高車巨㌢廿十 号激持上トト :!∵.直桂一.指甘

ご薮援いただきまLた祖父江準寛人講師,堂前洋---

郎博士,ご協力いただきまLた錦織斯 -,斉藤呂文

両技官に感謝敷L渡す.
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